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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

不
審
者
を
発
見
し
た
ら

即
１
１
０
番
！

●
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
躊
躇
な
く
迅
速
な

１
１
０
番
通
報
を
！

●
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
抵
抗
す
る
こ
と
な
く

す
ぐ
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
！

●
「
自
分
の
身
に
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
緊
張
感
」
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
！

●
見
守
り
活
動
を
さ
れ
る
方
も
複
数
で
の
活
動
や

連
携
し
た
対
応
で
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
５
月
に
県
外
で
通
学
中
の
小
学
生
ら
が

刃
物
を
持
っ
た
男
に
襲
わ
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
県
内
で
の
犯
罪
の
認
知
件
数
は
８
２
４
２
件

（
７
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
殺

人
や
暴
行
・
傷
害
な
ど
の
凶
悪
・
粗
暴
犯
罪
は
８

０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

被
害
防
止
の
た
め
に

広
島
県
警
防
犯
情
報

動物が好きな福山市の村上琥雅くん
（４）、心愛ちゃん（２）兄妹。お母さんの実家は
乳牛を飼育する牧場です。「牛さんにあいさつ
しよう」「牛の赤ちゃんを見るー」と、仲良く牛
舎に遊びに行っています。

表紙写真紹介
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災
害
に
備
え
る

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

尾
道
市
西
藤
町

箱
田 

芳
紀
さ
ん（
69
）

は
こ

　だ

よ
し 

の
り

　
３
年
前
か
ら
損
害
評
価
会
支
所
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
地
域
の
講
習
会
で
複
式
簿

記
の
講
師
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
収
入
保
険
制
度
の
青
色
申
告
で

も
、
何
か
農
家
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役

に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
30
年
前
か
ら
集
め
て
い
る
バ
イ
ク

を
整
備
し
た
り
、
近
場
を
乗
っ
て

回
っ
た
り
す
る
の
が
趣
味
で
す
。

　
米
作
り
は
今
で
も
は
で
干
し
を
続

け
て
い
て
、
年
末
に
は
孫
と
一
緒
に

餅
つ
き
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　
庄
原
市
役
所
建
設
課
に
勤
務
し
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
に
な
り
初

め
て
建
設
関
係
に
携
わ
り
ま
し
た
。
災

害
復
旧
や
事
業
費
・
予
算
の
管
理
な
ど

一
人
で
は
で
き
な
い
案
件
が
多
い
仕
事

な
の
で
、
職
場
内
で
協
力
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
大
フ
ァ
ン
で
月

に
１
、
２
回
は
球
場
で
観
戦
し
ま
す
。

今
後
ビ
ジ
タ
ー
で
の
観
戦
や
、
将
来
新

婚
旅
行
で
カ
ー
プ
出
身
の
選
手
が
在
籍

す
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
球
場
で
観
戦

し
た
い
で
す
。

梅
田 

侑
希
さ
ん
（
26
）

う
め

　だ

ゆ

　き

庄
原
市

き
ら
り

こう が

ここ　ね



園
芸
施
設
共
済

園
芸
施
設
共
済

 

近
年
、
台
風
・
大
雪
・
豪
雨
に
よ
る
水
害

な
ど
予
測
で
き
な
い
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
事
故
が
全
国
的
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
点
検
・
補
修
と

併
せ
て
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
、
万
一

の
損
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
組
合
と
協
定
を
結
ん
だ
農
業
者
集
団
（
生
産
出
荷
団
体

等
）
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
園
芸
施
設
共
済
に
一
斉

加
入
申
込
み
を
行
う
こ
と
で
、
共
済
掛
金
と
事
務
費
賦
課

金
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

●
補
償
期
間

　
掛
金
納
入
の
翌
日
か
ら
一
年
間
で
す
。

※
未
被
覆
の
期
間
は
骨
材
を
補
償
し
ま
す
。

●
補
償
金
額
（
共
済
金
額
）

　
共
済
価
額
（
時
価
額
）
に
対
し
て
４
〜
８

割
の
範
囲
で
選
択
で
き
ま
す
。

●
共
済
掛
金

　
国
が
掛
金
の
半
分
を
負
担
し
ま
す
。

　
（
復
旧
に
要
す
る
費
用
補
償
や
補
償
金
額

　
計
１
億
６
千
万
円
を
超
え
る
部
分
に
は
、

　
国
庫
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

●
支
払
額
（
共
済
金
）

　
加
入
時
に
選
択
し
た
小
損
害
不
て
ん
補
の

基
準
金
額
を
超
え
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
　

　
基
本
は
次
の
①
で
す
が
、
②
〜
⑤
も
選
択

で
き
ま
す
。

❶
３
万
円
（
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
）

❷
10
万
円　

❸
20
万
円

❹
50
万
円　

❺
１
０
０
万
円

　
基
準
金
額
を
高
く
す
る
ほ
ど
掛
金
は
安
く

な
り
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

●
加
入
で
き
る
も
の

　
ガ
ラ
ス
室
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
雨
よ
け

施
設
等
が
加
入
で
き
ま
す
。

※
加
入
で
き
る
基
準
は
、
設
置
面
積
の
合
計

が
１
㌃
以
上
で
す
が
、
他
の
農
業
共
済
事

業
に
加
入
が
あ
れ
ば
１
㌃
未
満
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

※
施
設
本
体
と
併
せ
て
、
施
設
内
の
農
作
物

や
附
帯
施
設
も
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
・
復
旧
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
も

補
償
対
象
に
で
き
ま
す
。

●
補
償
対
象
と
な
る
事
故

　
風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
雪
害
、
そ
の
他
気

象
上
の
原
因
（
地
震
お
よ
び
噴
火
を
含
む
）

に
よ
る
災
害
、
鳥
獣
害
、
病
虫
害
、
火
災
、

破
裂
お
よ
び
爆
発
な
ど
で
す
。

園
芸
施
設
共
済
に
つ
い
て

集
団
加
入
で
共
済
掛
金
等
が
割
引
に

園
芸
施
設
共
済

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　次
の
場
合
は
、
必
ず
組
合
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

❶
申
込
ま
れ
た
内
容
に
変
更
が

あ
る
時

●
被
覆
材
の
張
替
え
な
ど

材
質
の
変
更
・
増
改
築
な
ど
で
価

額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
内

容
に
応
じ
て
補
償
金
額
の
再
算
定

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
被
覆
期
間
の
変
更

加
入
後
で
あ
っ
て
も
、
被
覆
・
未

被
覆
期
間
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

実
情
に
合
わ
せ
て
変
更
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❷
共
済
事
故
が
発
生
し
た
時

　被
害
の
状
況
を
確
認
に
伺
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　も
し
も
被
害
に
遭
っ
た
時
、
加
入

内
容
と
実
情
が
異
な
り
ま
す
と
共
済

金
が
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

集団加入イメージ

（例）パイプハウス(設置1年目、設置面積300㎡、パイプ径31.8㎜、農POを1年間被覆）
　　　共済価額の8割を選択→補償金額972,000円
　　　新規加入の場合の掛金率で計算しています。(掛金率は過去の支払い状況に応じて変動します）

小損害不てん補の基準金額と支払いの例

3万円
（または共済価額の5％）

13,608円 6,551円

10万円

3,242円

20万円

860円

50万円

262円

100万円

支払対象外

損害額が1,200,000円の場合

損害額が300,000円の場合

小損害不てん補の基準金額

負担する共済掛金

損害額が15,000円の場合

お支払い共済金　300,000円×80％＝240,000円

お支払い共済金　1,200,000円×80％＝960,000円

集団の構成員が
行うこと(協定内容）

農業者集団

園芸施設共済の加入者
協定の締結

共済掛金
園芸施設共済の加入率が
増加し、集団構成員（他
の保険へ加入されている
方は除外します）のう
ち、加入者が8割を超え
るとき⇒5％割引き

一斉加入申込みの人数が
・5～9人のとき
　⇒10％割引き
・10人以上のとき
　⇒20％割引き

事務費賦課金

　集団加入以外にも、
補強されたパイプハウス

（パイプの径が31.8㎜以上）は
共済掛金の15％を割り引きます。

　この機会にぜひ、
園芸施設共済への加入を
ご検討ください。

　
経
営
体
育
成
支
援
事
業
・
産
地

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
、
園
芸

施
設
の
設
置
に
係
る
全
て
の
国
の

補
助
事
業
で
は
、
天
災
等
に
対
す

る
補
償
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、

園
芸
施
設
共
済
等
へ
の
加
入
が
要

件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【 制度改正による割引適用試算例 】

・パイプハウス(パイプ径31.8㎜）

　6×50ｍ＝300㎡
・設置１年目
・農POを１年間被覆

・補償金額
(共済価額の８割を選択）

972,000円 の場合

10人以上で一斉加入申込み

共済掛金

事務費賦課金

合計

割引額

割引適用前農家負担額

16,009円
＋

800円
＝

16,809円

割引適用後(補強による割引含む）

補強による割引 補強と集団加入
による割引

13,608円
＋

800円
＝

14,408円

▲ 2,401円

12,928円
＋

640円
＝

13,568円

▲ 3,241円

特 集

災
害
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備
え
る

災
害
に
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え
る

NOSAI

❶災害に備え、
　施設の補強・保守管理を行う
❷園芸施設共済または
　保険へ加入する
❸園芸施設共済の一斉加入申込み

一斉加入申込みによる割引

支
払
い
例

国
の
補
助
事
業
を
受
け
る
に
は

支払対象外
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共
済
金
額
は
１
棟
当
た
り
、
１
億
円
ま
で

加
入
い
た
だ
け
ま
す
（
た
だ
し
、
再
取
得
価

額
が
限
度
）
。
火
災
共
済
は
６
０
０
０
万

円
、
総
合
共
済
は
４
０
０
０
万
円
が
限
度
と

な
り
ま
す
。

　
右
表
以
外
の
建
物
用
途
、
共
済
金
額
に
つ

い
て
の
掛
金
は
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
事
故
発
生
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
場

合
や
、
事
故
を
確
認
す
る
前
に
損
害
物
を
修

理
ま
た
は
廃
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
共
済
金
支

払
い
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
日
々
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房
器
具

を
使
う
機
会
が
増
え
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
事
故
が
発
生

す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
積
雪
で
家
屋
に
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

屋
根
や
雨
ど
い
の
点
検
を
行
う
な
ど
、
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
度
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
た

建
物
１
１
２
０
棟
（
支
払
共
済
金
６
億
１
１

７
９
万
円
）
の
う
ち
、
雪
害
や
豪
雨
等
の
自

然
災
害
に
よ
る
も
の
は
７
０
１
棟
で
一
番
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
以
外
で
は
給

排
水
設
備
の
事
故
が
１
７
２
棟
、
落
雷
が
１

５
０
棟
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
火

災
、
落
雷
、
風
水
害
の
事
故
が
絶
え
ま
せ
ん

が
、
近
年
は
自
然
災
害
に
よ
る
支
払
い
が
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
で
の
支
払
い
が
増
加

ご
加
入
は
・・・

総
合
共
済
の
補
償
対
象

　
火
災
共
済
で
対
象
と
な
る
事
故
に
加
え
、

①
風
水
害
、
土
砂
崩
れ
、
雪
害
な
ど
の
自
然

災
害
（
１
万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
支
払
い

対
象
）
、
②
地
震
・
噴
火
・
津
波
な
ど
の
災

害
が
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
損
害
割

合
５
％
以
上
が
支
払
い
対
象
、
家
具
類
は
損

害
割
合
70
％
以
上
が
支
払
い
対
象
、
加
入
金

額
の
50
％
が
支
払
い
限
度
）

※
総
合
共
済
は
、
加
入
で
き
る
建
物
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

落
雷
の
損
害
に
も
備
え
る

速
や
か
に
ご
連
絡
を
！

地
震
保
険
料

　
　
控
除
に
つ
い
て

　年
末
調
整
等
に
使
用
さ
れ
る
「
地

震
保
険
料
控
除
対
象
共
済
掛
金
証
明

書
」
は
、
建
物
共
済
加
入
月
の
翌
月

に
郵
送
す
る
建
物
共
済
加
入
証
券
に

添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　加
入
証
券
送
付
前
に
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

共済金のお受け取り

共済金は、ご加入者さまご指定の口座にお支払いします。
共済金支払通知書をお送りしますので内容をご確認ください。

必要書類のご提出・お支払い金額の確定

提出いただいた共済金請求書、修理見積書、調査結果等を確認し、
ご契約の内容にしたがって支払額を確定します。

　（修理業者の手配はご加入者さまにてお願いします。）

事故内容の確認・調査

事故原因や損害状況について、NOSAIの職員がお伺いし、
調査しますので、ご協力をお願いします。

事故の発生

最寄りのNOSAIへご連絡ください。
その際は加入者名、事故日時、損害状況等についてお伝えください。

地震保険料控除対象共済掛金証明書

こ
ち
ら
の
金
額
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い

31－○○○○○○○○－001

12

31,700 12,650

共 済 太 郎  様

見
本

1 10 23

1令和

令和

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
で

安
心
の
備
え
を

火
災
共
済
の
補
償
対
象

　
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
（
凍
結
に
よ

る
水
道
管
の
破
裂
は
除
く
）
、
物
体
の
落
下

飛
来
等
、
給
排
水
設
備
の
事
故
に
よ
る
水
ぬ

れ
、
盗
難
に
よ
る
き
損
・
汚
損
、
騒
乱
に
よ

る
破
壊
損
害
が
支
払
い
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
は
除
き
ま
す
。

総
合
共
済
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ

共
済
金
お
支
払
い
ま
で
の
流
れ

　
事
故
の
連
絡
を
受
け
て
か
ら
共
済
金
の
お

支
払
い
ま
で
の
流
れ
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
（
事
故
状
況
や
ご
契
約
内
容
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

事
故
が
発
生
し
た
ら
・・・

　
ご
契
約
内
容
等
を
確
認
し
て
、
事
故
原
因

や
損
害
状
況
等
を
調
査
し
ま
す
。

　
落
雷
は
夏
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
も
発
生
し
ま
す
。

　
落
雷
の
被
害
を
受
け
る
の
は
主
に
電
気
製

品
で
す
。
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
機
等

は
「
家
具
類
」
へ
の
加
入
で
備
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
電
気
温
水
器
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
住
宅
設
備
の
家
電
製
品
は
、
「
建
物
」

へ
の
加
入
で
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
十
分
な
補
償
に
は
適
切
な
加
入
額
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
皆
さ

ま
の
ご
要
望
に
応
じ
た
加
入
の
ご
提
案
を
い

た
し
ま
す
。

特集

建
物
共
済

建
物
共
済

災
害
に
備
え
る

災
害
に
備
え
る

6,000

2,000

1,000

万円
共済金額

52,200

17,400

8,700

円
共済掛金

4,000

1,000

500

万円
共済金額

126,800

31,700

15,850

円
共済掛金

火災共済 総合共済

【 1年間の共済掛金  一例 】

(住宅 普通一般造 臨時費用特約付き 30%選択時)

自然災害
以外
419棟

自然災害
以外
419棟

その他
74棟
その他
74棟火災

23棟
火災
23棟

落雷
150棟
落雷
150棟

給排水
172棟
給排水
172棟

台風､暴風雨
60棟

台風､暴風雨
60棟

豪雨､土砂崩れ
307棟

豪雨､土砂崩れ
307棟

自然災害
701棟
自然災害
701棟

大雪､暴風雪
334棟

大雪､暴風雪
334棟

支払実績
1,120棟

（6億1,179万円）

平成30年度
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
取
り
組
み

損
害
防
止
事
業
助
成
金
を

交
付
し
ま
す

　
稲
刈
り
が
終
わ
っ
て
ひ
と
安
心
。
農

作
物
が
な
い
ほ
場
の
電
気
柵
の
電
源
を

切
っ
た
り
、
門
扉
を
開
け
た
ま
ま
に
し

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
侵
入
防
止
施
設
は
収
穫
後
も
管
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
稲
の
ヒ
コ
バ
エ

（
二
番
穂
）
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
外
葉

や
収
穫
後
の
残
り
も
野
生
動
物
た
ち
に

は
ご
馳
走
で
す
。
た
と
え
食
べ
ら
れ
て

い
い
も
の
で
も
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
食

べ
物
が
あ
る
」
と
学
習
し
、
餌
場
と
し

て
認
識
さ
れ
る
と
春
先
の
被
害
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
餌
付

け
を
防
ぐ
た
め
に
、
原
因
と
な
る
も
の

を
す
き
込
む
な
ど
し
て
被
害
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
農
地
を
荒
ら
す
動
物
が
何
か

を
把
握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
柵
の
効
果
・

作
用
を
知
っ
た
上
で
対
策
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
防
護
柵
は
年
中
設
置
し
、

定
期
的
な
点
検
と
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
効
果
の
高
い
対

策
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

収
穫
後
の
獣
害
対
策

損
害
防
止
事
業

防
護
柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

❶
隙
間
を
空
け
ず
、
し
っ
か
り
農
地
を

囲
む

❷
柵
外
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
作
物
か

ら
離
し
て
設

置
す
る

❸
柵
の
外
側
に

管
理
点
検
す

る
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
確

保
す
る

維
持
管
理
の
徹
底

　
適
正
に
設
置
し
た
防
護
柵
の
効
果
を
持

続
さ
せ
る
た
め
、
適
切
な
維
持
管
理
が
重

要
で
す
。
定
期
的
な
見
回
り
を
行
い
、
侵

入
さ
れ
た
箇
所
が
あ
れ
ば
侵
入
ル
ー
ト
を

確
認
し
、
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

見
回
り
の
ポ
イ
ン
ト

❶
柵
の
外
を
通
っ
て
行
う

　
（
人
が
通
る
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
野
生
動
物
の
潜
み
場
所

に
な
り
に
く
く
す
る
）

❷
防
護
柵
は
斜
め
横
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
（
隙
間
や
弱
い
場
所
が
見
え
や
す
い
）

❸
地
面
を
掘
り
返
す
な
ど
、
入
ろ
う
と
し

た
形
跡
が
あ
れ
ば
補
修
・
補
強
す
る

　
鳥
獣
害
対
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

侵
入
防
止
用
の
り
網
の
斡
旋
や
鳥
獣
被
害

対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
、
侵
入

防
止
施
設
の
新
規
購
入
資
材
費
の
一
部
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
が
育
成
す
る
鳥
獣
被
害
対
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
職

員
が
各
支
所
に
い
ま
す
。
防
護
柵
等
の

設
置
に
関
す
る
質
問
な
ど
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済
加
入
者

　
12
月
下
旬
の
支
払
い
予
定

　
（
申
請
期
限
：
令
和
元
年
10
月
末
日
）

果
樹
共
済
加
入
者

　
３
月
下
旬
の
支
払
い
予
定

　
（
申
請
期
限
：
令
和
２
年
１
月
末
日
）

※
農
作
物
共
済
お
よ
び
果
樹
共
済
か
ら
収

入
保
険
へ
移
行
さ
れ
た
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
（
以
前
加
入
さ
れ
て
い

た
作
物
の
栽
培
耕
地
に
限
り
ま
す
）

●
申
請
用
紙
は
各
支
所
等
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

電線が草に触れないように設置・管理す
ることが重要です

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
の
加
入
か

ら
順
次
移
行
い
た
だ
い
て
い
る
新
制
度

の
家
畜
共
済
（
死
亡
廃
用
共
済
・
疾
病

傷
害
共
済
）
の
、
疾
病
傷
害
共
済
の
補

償
内
容
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
初
診
料
は
全
額
自
己
負
担

で
、
初
診
料
を
除
く
診
療
費
は
限
度
額

ま
で
全
額
を
補
償
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
１
日
以
降
の
加
入
か

ら
は
初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
の
１
割

を
実
費
で
自
己
負
担
い
た
だ
き
、
残
り

の
９
割
部
分
に
つ
い
て
限
度
額
ま
で
補

償
し
ま
す
。

　
自
己
負
担
の
総
額
は
、
こ
の
見
直
し
前

後
で
同
水
準
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

手
術
を
要
し
た
場
合
な
ど
処
置
の
内
容
に

よ
っ
て
は
負
担
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
加
入
者
を
対
象
に
、
削
蹄

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
、
「
削
蹄
師
に
よ
る
証
明
」

ま
た
は
「
削
蹄
代
金
領
収
書
（
ま
た
は

請
求
書
）
の
写
し
」
を
添
付
し
て
令
和

２
年
２
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
各
支
所
等
家
畜
共
済

担
当
者
、
各
家
畜
診
療
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
速

や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
耳
標
が
欠
落

し
た
場
合
の
再
発
行
お
よ
び
再
装
着
、

子
牛
へ
の
耳
標
の
早
期
装
着
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
作
物
共
済

　
対
象
組
合
員
29
戸
へ
共
済
金
31
万
８

８
２
円
を
８
月
30
日
（
金
）
に
お
支
払

い
し
ま
し
た
。

※
被
害
申
告
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
損
害

評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し
ま
し

た
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

「
令
和
２
年
産
　
麦
共
済
加
入
申
込
書

兼
変
更
届
出
書
」
の
内
容
に
基
づ
き
、

共
済
掛
金
等
を
計
算
し
、
「
令
和
２
年

産
麦
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等

払
込
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
内
容

を
確
認
い
た
だ
き
、
払
込
期
限
ま
で
に

共
済
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

す
。【

払
込
期
限
】
令
和
２
年
１
月
末
日

家
畜
共
済

異
動
連
絡
は
速
や
か
に

削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

疾
病
傷
害
共
済
の

補
償
内
容
が
変
わ
り
ま
す

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、組

合
員
の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口
座
振

替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ

Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店
を
置
く

銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等

は
、各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

４
６
８
０
円

２
カ
月
間
の

試
し
読
み
が

で
き
ま
す

収
入
保
険
制
度
や
農
業
共
済
制
度
の

解
説
、
農
政
の
動
き
や
全
国
の
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
取
り
組
み
を
週
刊
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
試
し
読
み
お
よ
び
購
読
の
申
し
込
み

は
、
各
支
所
等
へ
》

【  自己負担部分のイメージ  】
初診料 初診料を除く診療費

見直し後
自己負担（1割）

全額
自己負担

限度額まで
全額を補償

現　行

限度額まで９割を補償

令
和
元
年
産

麦
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

令
和
２
年
産

麦
の
共
済
掛
金
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

07 062019  第22号



移行は可能です。また
移行しても、従来通り
生産部会へ加入したま

ま、JAへ出荷を行えます。
なお出荷団体は、収入保険へ移
行した組合員の出荷量を除外し
た量で、野菜価格安定制
度(安値補償)の申込み
を行うこととなります。

Ａ.

Ｑ．J Aの生 産 部 会 単
位で、野菜価格安

定制度(安値補償)に加入
している場合、私だけ収入
保険に移行できますか。
また移行するとどうなりま
すか。

　大豊農園といえばナシです。約40㌶の園
地で生産・販売しています。その他にスモ
モやブドウもあります。
　今まで果樹共済に加入していましたが、
今年の７月に収入保険に移行しました。補
償は９割で加入しています。掛け金は高額
になりますが、積立部分は貯金のように預
けておくものなので、掛け捨てではない
し、国が75％の負担をしてくれているのは
とても大きいですね。
　農業は自然が相手ですし、それ以外で収入
が減少するリスクもあります。その時には、
広く対応してもらえると期待しています。

令和２年令和元年 収
入
保
険  

加
入
申
請
受
付
中

加
入
を
ご
検
討
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。職
員
が
ご
説
明
に
伺
い
ま
す
。

10月～11月

加 　 入 　 申 　 請 　 期 　 間 保 　 険 　 期 　 間（ 税 の 算 定 期 間 ）

基準収入金額を設定

◆保険料等の支払い
　  (分割の場合は1回目)

確定申告前
税申告の収入金額は、
収入保険の補てん金

（積立金、保険金）を含
んだ額です。申告の前
に職員が支援します。

●保険期間の見込み収入金額の算出に使用するため、過去栽培した農作物の種類ごとに、栽培面積と
収穫量、販売金額の内訳が必要です。過去の収穫量や販売金額の内訳がわからない場合でも、ご相談
ください。加入申請の手続きは、職員がサポートします。

●畑作物（麦、大豆、そば、なたね）直接支払交付金の数量払いの交付決定通知書
●類似制度の確認　●棚卸表　●事業消費帳等

加入
申請書

営農
計画書

過去の税申告書類
平成27～30年分＋ ＋

6月～12月5月3月 4月

保 険 期 間中（ 1月～ 1 2
月）は、農作業日誌を作
成し、記録と保存をお願
いします。

保険金等の請
求手続きも同
時に行います。

令和元年分の
税申告書類

　水稲78㌃とハウス20㌃で旬の野菜を栽培して
います。収穫した野菜は産直市へ出荷し、売り上
げの多くは野菜です。
　昨年、稲は水稲共済へ加入していましたが、野
菜は無保険の状態でした。そこへ新しく収入保険
ができたと職員が説明に来て、稲と野菜の両方を
補償できる収入保険への加入を決めました。
　農業は後継者が減少しているので、安定した
収入と補償があれば、農業に携わる人も増える
と思います。また、収穫間近の作物を動物に荒
らされたり、自然災害で収穫できないこともあ
るので、そんな時に収入保険が役に立つと期待
しています。

の 声声加入者

◆分割で保険料等を支払う場合は、最大9回に分けて納付できます。（納付期限は8月末）

令和2年分の加入は、平成30年の青色申告の
実績があれば、加入できます。令和2年から
経営面積を増やそうと思っている方は、過去

の平均収入ではなく経営面積に応じた補償(規模拡大特
例※)で加入できますので、ご検討ください。(ただし、
青色申告の実績が2年の場合、補てんの限度額は8割と
なります)

Ｑ．平成30年から青色申告を
始めたけど加入できますか。

※規模拡大特例の適用には
　条件があります

Ａ.

例)

農業
収入 100万円 150万円 規模拡大特例で500万円の

農業収入の見込み額に設定

収入が400万円を下回ると
補てんの対象になります。

平成30年 令和元年 令和2年

経営
面積 10a 15a 50aを計画

Ｑ＆Ａコーナー収入保険

※法人で税の算定期間が異なる場合のスケジュールについても、ご説明に伺います。令和２年の加入スケジュール (税の算定期間が1月1日～12月31日の場合)

 対象の方のみ

北広島町

本田 清春さん（71）

世羅町
世羅大豊農園組合長

祢冝谷 全さん（67）

ね 　  ぎ 　  や たもつ

電話等で
の連絡も

受け付け
ています

保険期間中、自然災害等により収入減少が見込まれる場合は、通知をお願いします。
また、補てん金の支払いが見込まれる場合は、無利子のつなぎ融資を受けることができます。
例えば、基準収入が1,000万円の場合、保険期間中に、農産物の販売収入が500万円まで減少すると見込まれる
時は、280万円程度を限度として、つなぎ融資が受けられます。
※保険方式の補償限度80％、積立方式10％、支払率90％の場合の計算です。補てん金見込み額の８割がつなぎ融資金額の限度額になります。
ただし、つなぎ融資を受けた後、価格上昇等で収入が増加し、補てん金の支払い対象にならなかった場合には、
返済いただくことになります。

12月 2月1月

令和元年分のデータを加えて、
基準収入金額を再設定

●月●日から田植え

※継続加入の方は、申請時の平成27年～30年分の税申告書類の提出は不要です。

ほ ん    だ きよ   は る

（個人）・青色申告決算書　
　　　・所得税の確定申告書B第1表　　

（法人）・損益計算書　
　　　・法人税の申告書の別表一および別表四

●税申告
　書類補てんの限度額の

設定に使用する金額

【確認事項および準備いただく書類】 

収入保険事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ
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中
国
が
原
産
地
の
白
ね
ぎ
は
東
洋
野
菜
で
、
3
千

年
も
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
奈
良
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
て
、

日
本
書
紀
に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
タ
マ
ネ
ギ
の
よ
う
な
刺
激
臭
と
辛
み
は
硫
化
ア
リ

ル
に
よ
る
も
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
吸
収
を
助
け

る
働
き
や
、
殺
菌
作
用
な
ど
多
く
の
薬
効
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
硫
化
ア
リ
ル
は
水
に
長
く
さ
ら
す
と

効
果
を
失
い
や
す
い
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

汁
や
鍋
に
す
る
と
溶
け
だ
し
た
成
分
も
一
緒
に
取
れ

る
の
で
効
率
よ
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
白
ね
ぎ
の
緑
の
部
分
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
β
–
カ

ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
C
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ

ン
を
多
く
含
む
の
で
、
決
し
て
捨
て
な
い
で
活
用
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ネ
ギ
の
香
り
は
、
食
欲
増
進
や

胃
腸
を
整
え
る
働
き
が
あ
り
、
薬
味
と
し
て
〝
食
べ

る
薬
〞
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

材料（２人前）

白ねぎ
塩・こしょう
かにかま
　　卵
A　 粉チーズ
　　牛乳
オリーブ油

1/2本
少々
1本
1個

大さじ1
小さじ1
小さじ1

作り方

今
回
の
食
材

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

白
ね
ぎ

❶白ねぎは、緑の部分も加えて、斜めに細
く切る。かにかまは、ほぐす。

❷Aを溶きほぐしておく。
❸卵焼き器かフライパンにオリーブ油を入

れ、❶の白ねぎを軽く塩、こしょうをし
ながら強火でさっと炒める。

❹白ねぎを平らに敷き詰めて、かにかまを
ちらす。

❺Aの卵液を、まんべんなく流し込んで両
面を色よく焼く。

❻食べやすい大きさに切る。

料理のポイント
★かにかまは、ちりめんじゃこでも

おすすめです！
★白ねぎを斜めに切ると、食べやす

いです。
★ケチャップを添えても美味です。

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「自分たちが頑張って栽培することで、
同年代の方の励みになれたら」と二井さん夫妻

　
８
年
前
か
ら
白
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。冬
に

収
穫
す
る
春
ま
き
ネ
ギ
と
、夏
に
収
穫
す
る
秋
ま
き

ネ
ギ
と
で
年
間
を
通
し
て
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

秋
ま
き
ネ
ギ
は
栽
培
し
て
い
る
農
家
が
少
な
く
、夏

の
ネ
ギ
は
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
時
期
は

雨
や
高
温
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
で
、防
除
な
ど

栽
培
管
理
に
は
細
心
の
注
意
を
し
て
い
ま
す
。

　
品
種
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、太
く
成
長

し
、病
気
に
も
強
い
の
が
特
徴
の「
夏
扇
」に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。育
て
た
ネ
ギ
は
道
の
駅
や
産
直

市
の
ほ
か
、地
元
小
学
校
の
給
食
へ
も
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　
年
を
取
っ
て
畑
の
規
模
を
15
㌃
か
ら
５
㌃
に
縮

小
し
ま
し
た
が
、体
と
相
談
し
な
が
ら
、食
べ
て
く

れ
る
人
が
い
る
限
り
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
、

〝
緑
と
白
の
境
目
が

く
っ
き
り
分
か
れ
て
い

る
〞
、〝
白
い
部
分
の
し

ま
り
が
良
く
、ふ
か
ふ
か

し
て
い
な
い
〞
、〝
切
り

口
が
新
鮮
で
あ
る
〞
な

ど
で
す
。

　新
聞
紙
に
包
み
、冷

暗
所
で
立
て
て
保
存
し

ま
し
ょ
う
。小
口
切
り
に

し
て
冷
凍
庫
で
保
存
す

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

白
ね
ぎ 調理時間

10 分

北
広
島
町

二
井 
幸
三
さ
ん
（
85
）

　
　 良
子
さ
ん
（
79
）

に

　い

こ
う 

そ
う

り
ょ
う
こ

白
ね
ぎ
の
ピ
カ
タ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣
医
師
が
家
畜
を
飼
う
上
で

注
意
し
た
い
病
気
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
以
前
は
牛
舎
内
に
落
ち
て
い
る
釘
な

ど
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
購
入
飼
料

の
増
加
で
輸
入
乾
草
に
紛
れ
て
い
る
針

金
な
ど
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
治
療
と

し
て
は
第
二
胃
内
の
金
属
異
物
を
磁
石

で
釣
り
上
げ
る
方
法
が
あ
り
、
細
か
く

な
っ
た
鉄
以
外
に
も
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ

ト
、
針
金
、
釘
な
ど
が
思
い
の
ほ
か
出

て
き
ま
す
。

　
予
防
は
牛
舎
や
牧
草
地
な
ど
か
ら
原

因
と
な
る
金
属
異
物
を
な
く
す
と
と
も

に
、
棒
状
磁
石
（
パ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
経

口
投
与
す
る
こ
と
で
す
。
育
成
の
時
期

か
ら
棒
状
磁
石
を
投
与
し
、
疾
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
広
島
各
診
療
所
の
獣
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
牛
は
好
ん
で
金
属
を
舐
め
る
た

め
、
誤
っ
て
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
尖
っ
た
金

属
異
物
（
針
金
や
釘
な
ど
）
で
あ
れ

ば
、
胃
（
第
二
胃
）
の
強
力
な
収
縮

運
動
に
よ
っ
て
胃
壁
に
刺
さ
り
、
そ

こ
か
ら
細
菌
感
染
を
伴
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
金

属
異
物
の
刺
入
は
、
腹
膜
で
止
ま
れ

ば
創
傷
性
腹
膜
炎
、
心
臓
に
達
す
れ

ば
創
傷
性
心
膜
炎
な
ど
の
病
気
に
な

り
ま
す
。
重
症
に
な
っ
た
場
合
は
、

手
の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
症
状
と
し
て
は
、
元
気
が
な
く
な

り
食
欲
低
下
に
よ
る
体
重
の
減
少
、

乳
牛
で
は
泌
乳
量
の
低
下
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。

金
属
異
物
に
よ
る
疾
病
予
防

東
広
島
家
畜
診
療
所
　
石
橋 

一
郎

第
5
回

　
内
臓
の
老
化
は
外
見
か
ら
は
分
か
ら

ず
、
自
覚
で
き
る
症
状
も
少
な
い
た

め
、
症
状
が
進
ん
で
機
能
の
多
く
が
失

わ
れ
る
ま
で
老
化
に
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
内
臓
の
老
化
を
年
齢
で
表
し

た
も
の
が
「
内
臓
年
齢
」
で
す
。
内
臓

年
齢
は
健
診
の
結
果
か
ら
自
分
で
計
算

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
元
に
健
診

結
果
を
用
意
し
て
、
左
表
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
か
ら
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

内
臓
年
齢
と
実
年
齢
の
差
が
あ
る
ほ

ど
、
老
化
が
進
ん
だ
体
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
特
に
注
意
が
必
要
な
の

が
、
内
臓
年
齢
の
加
算
が
10
歳
以
上
に

な
る
場
合
で
す
。
病
気
の
危
険
が
と
て

も
高
い
た
め
、
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
健
康
管
理

を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　
内
臓
年
齢
を
若
返
ら
せ
る
た
め
に
最

初
に
活
用
し
た
い
の
が
、
体
重
計
・
歩

数
計
・
血
圧
計
で
す
。
毎
日
体
重
を
測

定
し
、
歩
数
か
ら
１
日
の
活
動
量
を
把

握
し
、
血
圧
を
測
定
し
て
、
自
分
の
健

康
指
標
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
　

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

貧血

腎機能

肝臓

脂質

血圧

血糖

膵臓

検査項目 加算の基準

130～140mmHg未満

140mmHg以上

85～90mmHg未満

90mmHg以上

110mg/㎗以上

5.9％以上

220mg/㎗以上

120mg/㎗以上

40mg/㎗未満

150mg/㎗以上

36 IU/ℓ以上

36 IU/ℓ以上

50 IU/ℓ以上

137 IU/ℓ以上

7.5g/㎗以上

21mg/㎗以上

1.3mg/㎗以上

男性13g/㎗未満

女性12g/㎗未満

男性38.5％未満

女性35.5％未満

15万/μℓ未満

加算年齢

＋1歳

＋2歳　　　　歳
＋1歳

＋2歳

＋4歳
　　　　歳

＋4歳

＋2歳

＋2歳
　　　　歳

＋4歳

＋2歳

＋1歳

＋1歳　　　　歳

＋1歳

＋1歳　　　　歳

＋1歳

＋1歳　　　　歳

＋1歳

＋1歳

＋1歳　　　　
歳

＋1歳

拡張期（最低）血圧

収縮期（最高）血圧

空腹時血糖

HbA１c

総コレステロール

LDLコレステロール

HDLコレステロール

中性脂肪

AST（GOT）

ALT（GPT）

γ‒GPT

アミラーゼ

尿酸

尿素窒素

クレアチニン

ヘモグロビン

ヘマトクリット

血小板

＋＝内臓年齢　　  　歳 実際の年齢　　  　歳 加算年齢の合計　  　　歳

内臓年齢チェックシート保存版

●上記以外に基準値を外れた項目があれば、それぞれ+1歳
●加算年齢が+0歳の場合、40歳以上は-5歳、65歳以上は-10歳

内
臓
年
齢
で
内
臓
の

老
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
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地域の話題地域の話題

芸
ク
イ
ー
ン
」
や
「
ニ
ュ
ー
マ
ス
カ
ッ
ト

ベ
リ
ー
Ａ
」
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

有
機
肥
料
で
土
壌
改
良

　
両
親
が
高
齢
の
た
め
ブ
ド
ウ
栽
培
を
辞

め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
聞
き
、
一
人

　
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
た
両
親
の
後
を

継
い
で
25
年
目
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
ブ
ド

ウ
と
と
も
に
育
っ
た
広
島
市
安
芸
区
中
野

の
西
川
邦
子
さ
ん
（
67
）
は
、
「
な
る
べ

く
自
然
由
来
の
肥
料
を
使
い
た
い
」
と
土

壌
改
良
に
力
を
入
れ
、
15
㌃
の
畑
で
「
安

で
や
る
仕
事
が
向

い
て
い
る
と
感
じ

て
い
た
こ
と
や
両

親
の
世
話
も
一
緒

に
で
き
る
と
ブ
ド

ウ
農
家
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
若
い

頃
に
薬
の
副
作
用

で
苦
労
し
た
経
験

か
ら
、
な
る
べ
く

化
学
肥
料
を
使
い
た
く
な
い
と
思
い
、
有

機
肥
料
を
使
っ
た
土
作
り
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ブ
ド
ウ
作
り
で
一
番
大
切
な
の
は
土
壌

改
良
だ
と
思
い
ま
す
」
と
西
川
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
有
機
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
栽
培
当

初
か
ら
ア
ル
ギ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
海
藻
か
ら

作
ら
れ
た
肥
料
と
、
マ
リ
ン
カ
ル
と
呼
ば
れ

る
瀬
戸
内
の
カ
キ
殻
で
作
ら
れ
た
肥
料
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
５
年
程
す
る
と
、
最
初
は

固
か
っ
た
土
は
微
生
物
が
増
え
た
こ
と
で
、

柔
ら
か
い
土
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
水
素

イ
オ
ン
指
数
は
酸
性
が
強
か
っ
たｐ
Ｈ
3
・

5
か
らｐ
Ｈ
５
前
後
に
な
り
、
ブ
ド
ウ
の
栽

培
に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
るｐ
Ｈ
6
・
5
に

少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
の
多
く
は
リ
ピ
ー
タ
ー

か
ら
贈
答
用
に
注
文
が
入
り
ま
す
が
、
広
島

市
の
と
れ
た
て
元
気
市
や
ひ
ろ
し
ま
朝
市
な

ど
へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
栽
培
で
健
康
に

　
草
抜
き
や
収
穫
は
夫
の
幸
美
さ
ん
（
67
）

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
主
な
作
業
は

邦
子
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
手

間
の
掛
か
ら
な
い
品
種
に
変
え
た
り
、
種
な

し
ブ
ド
ウ
を
作
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
を
２
回

か
ら
１
回
に
し
た
り
と
作
業
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
始
め
て
５
年
が
経
っ
た
頃
か
ら

両
親
の
介
護
が
始
ま
り
、
そ
の
大
変
さ
か

ら
逃
げ
よ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
西
川
さ
ん
は
、
自
然
の
中
で
作
業

す
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
「
作
物
は
丁
寧
に
育
て
れ
ば
応

え
て
く
れ
ま
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る

と
、
身
も
心
も
健
康
に
な
り
、
そ
の
効
果

は
ま
る
で
園
芸
療
法
の
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
で
き
る
限
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で

栽
培
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
農
作

業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

三原市

　
７
年
前
に
三
原
市
に
移
り
住
ん
だ
久
木

元
さ
ん
は
、
同
市
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
の

味
に
感
動
し
、
「
こ
の
味
を
全
国
に
届
け

た
い
」
と
一
念
発
起
。
直
接
農
家
へ
出
向

い
て
つ
な
が
り
を
深
め
、
３
年
前
に
自
宅

で
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
を
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
常
連
客

は
、
「
子
育
て
と
店
を
両
立
す
る
と
い
う

パ
ワ
ー
が
す
ご
い
。
み
ん
な
彼
女
の
熱
い

思
い
と
人
柄
に
惹
か
れ
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
す
。

　
将
来
は
旬
の
野
菜
を
使
用
し
た
弁
当
や

惣
菜
等
の
販
売
を
し
た
い
と
い
う
久
木
元

さ
ん
は
、
「
農
家
の
方
が
ど
ん
な
思
い
で

野
菜
を
育
て
て
い
る
か
を
伝
え
た
い
。
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら

ブ
ド
ウ
作
り

　
「
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
　
Ｓ
ｕ
ｎ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ

ｅ
ｔ
」
は
今
年
５
月
末
に
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
前

の
商
店
街
に
オ
ー
プ
ン
し
た
自
然
派
青
果

店
で
す
。

　
「
自
然
豊
か
な
地
域
で
愛
情
い
っ
ぱ
い

に
育
て
ら
れ
た
、
安
心
・
安
全
な
も
の
ば

か
り
を
扱
っ
て
い
ま
す
」
と
久
木
元
留
美

オ
ー
ナ
ー
（
42
）
。
三
原
市
内
や
近
郊
の

農
家
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
や
果
物
を
扱

い
、
店
内
に
は
生
産
者
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
購
入
で
き
る
と

消
費
者
か
ら
好
評
で
、
地
元
を
中
心
に
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。 生

産
者
と
消
費
者
を

繋
げ
る
自
然
派
青
果
店

　
今
年
も
ハ
ウ
ス
３
棟
（
20
㌃
）

で
、
キ
ク
を
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
、
近

く
の
川
が
氾
濫
し
て
土
砂
が
流
れ
込

み
、
ハ
ウ
ス
２
棟
が
倒
壊
し
ま
し

た
。
お
盆
に
出
荷
し
よ
う
と
育
て
て

い
た
キ
ク
も
50
㌢
ほ
ど
埋
ま
り
、
９

割
が
出
荷
で
き
ず
売
り
上
げ
は
例
年

の
３
分
の
１
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　
元
通
り
に
す
る
に
は
１
年
は
か
か

る
た
め
、
キ
ク
は
も
う
ダ
メ
だ
と
思

い
ま
し
た
が
、
〝
諦
め
ち
ゃ
い
け
な

い
。
続
け
た
い
し
ま
だ
や
り
た
い
。

良
い
キ
ク
を
作
り
た
い
。
今
ま
で

や
っ
て
き
た
か
ら
〞
と
70
年
近
く

や
っ
て
き
た
農
業
を
辞
め
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
の
夏
、
暑
い
中
で
の
作
業
は

大
変
で
し
た
が
、
妻
と
二
人
で
運
搬

車
や
一
輪
車
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て

石
や
砂
を
運
び
出
し
、
今
年
３
月
に

は
２
棟
と
も
元
通
り
に
な
り
ま
し

た
。
キ
ク
は
病
気
や
虫
に
弱
く
、
天

候
に
よ
っ
て
出
荷
時
期
が
ず
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
気
は
抜
け
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
良
い
キ
ク
を
作
り
た
い

の
で
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
農
業
を
続

け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

山
本  

輝
義
さ
ん 

（
83
）

や
ま  

も
と

て
る

　よ
し

江
田
島
市
沖
美
町

災
害
を
乗
り
越
え

続
け
る
キ
ク
作
り

「４月から12月まで収穫し
ます。これからもまだまだ
良いキクを育てていきた
いです」と山本さん

土砂で倒壊したハウス

「食べる人の健康を第一に考えている生産者と、安
心・安 全な野 菜 等を求めている消 費 者をつなぎた
い」と話す久木元さん

お問い合わせ先
三原市城町１-７-１
TEL.090-1330-8083

広島市

「農作業の全てが楽しいです。畑が自分の居場所になりました」と話す西川さん

に
し
か
わ 

く
に 

こ

主力である「安芸クイーン」は、粒が大きく、
甘味が強いのが特徴

ゆ
き  

み

く   

き  

も
と
　る
　
み
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①自由形式で簡潔に述べられた文学の
こと。随筆とも言う

②遺伝子のこと
③イワシなどの小魚を煮て干したもの。
　○○こ
④○○○○○　色に出にけり　わが恋は
　ものや思ふと　人の問ふまで
⑤映画化された広島と呉が舞台の漫画
　「この○○○の片隅に」
⑥物事が行われる度ごと。毎回。
⑨♪散るよ　散るよ　○○○が散るよ
　　風も吹かぬに　○○○が散るよ
　　ちらちら　ちらちら　ちらちら
⑫アメリカ合衆国テキサス州北部にある

都市。ジョン・F・ケネディ大統領の暗
殺事件があったことで有名

⑬ブドウの品種「安芸○○○○」
　（ヒント：12ページ）
⑮プリンターで使用する青のインク
⑯オオクリガニとも呼ばれ、全身が淡い
　赤褐色で、短い剛毛で覆われている
⑰クリスマスツリーに使われている木

①ハウスの補償をする○○○○○○
○共済（ヒント：２ページ）

⑦仏の教え。（法門ともいう）
⑧企業からホームセキュリティーま

で扱う警備サービス会社の1つ
⑩浮漂のこと。海上にある航路標識
⑪東京都武蔵野市と三鷹市にまた

がる都立公園（○○頭公園）。園内
には動物園やジブリ美術館など
がある

⑫ ５ W １ H と は W h e n ( い つ )
/Where(どこで)/Who(◯◯が)
/What(なにを)/Why(なぜ)
/How(どのように)

⑭童謡「大きな古時計」は何時計？
⑱広島市中区の本通りから広島市安

佐南区の広域公園までをつなぐ公
共交通機関、○○トラムライン

⑲「地球は青かった」と語った人類初
の宇宙飛行士ユーリ・A・ガ○○リン

⑳鍋つかみの別名
㉑職務として任命されたところへ行

くこと

タテのカギ ヨコのカギ

⑳

⑪ ⑫ ⑨

⑭ ⑯

⑤ ⑥

⑮

⑩

⑲

㉑

⑬

⑧ ⑨

①

⑦

④③

⑰ ⑱

②

A

C

B

A B C

●
パ
ー
ト
ナ
ー
の
記
事
、
夫
婦
２
人
の
年
齢
を
見
る
と

私
に
近
い
人
で
も
元
気
だ
な
と
感
心
し
ま
す
。

広
島
市
安
佐
南
区
　
Ｈ
さ
ん
（
81
）

●
獣
医
師
だ
よ
り
を
見
る
と
、
家
畜
も
い
ろ
い
ろ
な
病

気
に
か
か
り
、
気
が
抜
け
な
い
の
で
す
ね
。
農
業
共

済
新
聞
も
読
ん
で
い
ま
す
。北

広
島
町
　
Ｏ
さ
ん
（
65
）

●
地
域
の
話
題
、
安
芸
高
田
市
の
森
脇
さ
ん
夫
妻
。
珍

し
い
野
菜
作
り
に
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
。
と
て
も
楽
し

く
過
ご
さ
れ
て
い
い
で
す
ね
。

東
広
島
市
黒
瀬
町
　
Ｍ
さ
ん
（
52
）

●
水
稲
の
被
害
申
告
の
特
集
を
読
み
ま
し
た
。
数
年

間
、
被
害
申
告
を
出
さ
ず
に
済
み
ま
し
た
。
今
年
は

ま
だ
被
害
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
ノ
シ
シ
と
戦
っ

て
い
ま
す
。

世
羅
町
　
Ｔ
さ
ん
（
75
）

●
空
き
巣
、
忍
び
込
み
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
戸
締
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。福

山
市
新
市
町
　
Ｈ
さ
ん
（
80
）

●
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
感
心
し
ま
し
た
。
幅
広
く
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

庄
原
市
東
城
町
　
Ｏ
さ
ん
（
65
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

茅葺屋根の家をかたどった最中は、自家産のもち米で作っ
た皮と、２日間かけて丁寧に仕上げた山内家伝統の餡を使
用しています。自宅店舗以外は道の駅などの町内の施設の
みで販売されており、手土産としても人気です。

山里の餅 やまうちの
「神石高原最中」（10個入り）

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント フ
ウ
リ
ン

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
0
年

１
月
６
日（
月
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
3
3
1
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

63
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

前
回
の
答
え

ほうもん

ア 　 リ ス 　 オ ズ
ク セ 　 カ ノ ン
セ イ コ ウ ウ ド ク
サ サ 　 ト キ 　 ミ
リ ン カ 　 グ レ
― 　 カ キ 　 フ ル
　 ス ト レ ー ト

　
国
道
１
８
２
号
線
沿
い
に
あ
る
道
の
駅
「
さ

ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
地
元
で
取

れ
た
高
原
野
菜
を
目
当
て
に
訪
れ
る
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
44
万
人
余
り
が
訪
れ

ま
し
た
。
地
産
の
新
鮮
野
菜
を
扱
う
直
売
所
の

他
、
地
元
特
産
品
を
豊
富
に
取
り
揃
え
た
売
店

や
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
案
内
所
、
コ
ン

ビ
ニ
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ
途
中

の
休
憩
も
で
き
ま
す
。

　
道
の
駅
で
は
新
鮮
野
菜
以
外
に
も

弁
当
や
餅
、
漬
物
、
味
噌
な
ど
加
工

品
も
人
気
で
、
な
か
で
も
特
産
で
あ

る
こ
ん
に
ゃ
く
は
逸
品
で
す
。
自
然

食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
高
原
の
風
」
で

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。
今回は神 石 高 原 町 三 和 地 区へ行ってきました。

神石高原町三和地区 編

長
生
き
の
水

パワースポットとしても紹介されている

　
父
木
野
の
県
道
小
畠
荒
谷
線
の
道
路

脇
か
ら
湧
き
出
て
い
る
弘
法
大
師
ゆ
か

り
の
水
く
み
場
で
す
。
水
質
は
硬
度
14

度
の
軟
水
で
、
一
年
中
冷
た
い
水
が
湧

い
て
い
ま
す
。

　
弘
法
大
師
が
杖
で
水
の
流
れ
て
い
る

所
を
一
突
き
し
、
水
が
勢
い
よ
く
湧
き

出
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
疲
れ
た
旅
人
が
こ
の
湧
き
水
を
飲

ん
で
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ

り
、
遠
方
か
ら
水
を
く
み
に
来
る
人
も

多
く
い
ま
す
。

道
の
駅

「
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

生で食べられるカボチャ
「コリンキー」の酢の物や
刺身こんにゃく、手作り豆
腐、旬の野菜料理が人気

五殿山
自然公園

神石高原町役場

つつじが丘
公園

固屋城跡

長生きの水

道の駅
さんわ182ステーション

１04

259

27

400417
182

至山陽自動車道
福山東I.C.

至中国自動車道
東城I.C.

森林公園きのこの森光末清瀧神社

418

は
、
そ
ん
な
旬
の
野
菜
や
特
産
品
を
使
っ
た
料

理
を
地
元
の
主
婦
が
調
理
し
、
お
ふ
く
ろ
の
味

も
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
堪
能
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
道
の
駅
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
す

が
、
11
月
に
は
仮
オ
ー
プ
ン
、
来
年
３
月
か
ら

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

道
の
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

TEL.0847-85-3303
営業時間／
モーニング：９時～10時半
バイキング：11時～15時
※土日祝は60分の時間制限あり

自然食レストラン
｢高原の風」

き
れ
い
な
湧
き
水
で

身
体
の
内
側
か
ら

元
気
に
な
れ
そ
う
！

き
れ
い
な
湧
き
水
で

身
体
の
内
側
か
ら

元
気
に
な
れ
そ
う
！

ど
れ
も

お
い
し
そ
う
！

ど
れ
も

お
い
し
そ
う
！

直売所のスペースを広くと
り、利用しやすくリニューアル
します。ぜひお越しください

延岡部長
のべおか

神石高原町坂瀬川5146-2　
TEL.0847-85-2550
営業時間／７時～18時　
定休日／年末年始（12月31日～１月３日）

道の駅
｢さんわ182ステーション」

ち
ち    

き      

の

こ   

ば
た
け
あ
ら  

た
に
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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

不
審
者
を
発
見
し
た
ら

即
１
１
０
番
！

●
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
躊
躇
な
く
迅
速
な

１
１
０
番
通
報
を
！

●
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
抵
抗
す
る
こ
と
な
く

す
ぐ
に
逃
げ
ま
し
ょ
う
！

●
「
自
分
の
身
に
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
緊
張
感
」
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
！

●
見
守
り
活
動
を
さ
れ
る
方
も
複
数
で
の
活
動
や

連
携
し
た
対
応
で
事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
５
月
に
県
外
で
通
学
中
の
小
学
生
ら
が

刃
物
を
持
っ
た
男
に
襲
わ
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
県
内
で
の
犯
罪
の
認
知
件
数
は
８
２
４
２
件

（
７
月
末
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
殺

人
や
暴
行
・
傷
害
な
ど
の
凶
悪
・
粗
暴
犯
罪
は
８

０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

被
害
防
止
の
た
め
に

広
島
県
警
防
犯
情
報

動物が好きな福山市の村上琥雅くん
（４）、心愛ちゃん（２）兄妹。お母さんの実家は
乳牛を飼育する牧場です。「牛さんにあいさつ
しよう」「牛の赤ちゃんを見るー」と、仲良く牛
舎に遊びに行っています。

表紙写真紹介

特 集

第 号22
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災
害
に
備
え
る

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

尾
道
市
西
藤
町

箱
田 
芳
紀
さ
ん（
69
）

は
こ

　だ

よ
し 
の
り

　
３
年
前
か
ら
損
害
評
価
会
支
所
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
地
域
の
講
習
会
で
複
式
簿

記
の
講
師
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
収
入
保
険
制
度
の
青
色
申
告
で

も
、
何
か
農
家
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役

に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
30
年
前
か
ら
集
め
て
い
る
バ
イ
ク

を
整
備
し
た
り
、
近
場
を
乗
っ
て

回
っ
た
り
す
る
の
が
趣
味
で
す
。

　
米
作
り
は
今
で
も
は
で
干
し
を
続

け
て
い
て
、
年
末
に
は
孫
と
一
緒
に

餅
つ
き
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　
庄
原
市
役
所
建
設
課
に
勤
務
し
て
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
に
な
り
初

め
て
建
設
関
係
に
携
わ
り
ま
し
た
。
災

害
復
旧
や
事
業
費
・
予
算
の
管
理
な
ど

一
人
で
は
で
き
な
い
案
件
が
多
い
仕
事

な
の
で
、
職
場
内
で
協
力
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
大
フ
ァ
ン
で
月

に
１
、
２
回
は
球
場
で
観
戦
し
ま
す
。

今
後
ビ
ジ
タ
ー
で
の
観
戦
や
、
将
来
新

婚
旅
行
で
カ
ー
プ
出
身
の
選
手
が
在
籍

す
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
球
場
で
観
戦

し
た
い
で
す
。

梅
田 
侑
希
さ
ん
（
26
）

う
め

　だ

ゆ

　き

庄
原
市

き
ら
り

こう が

ここ　ね


